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去
る
七
月
一
日
、
名
古
屋
北
部
地
区
会
員
懇
談
会
が
メ
ル
パ
ル

ク
な
ご
や
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

名
古
屋
北
部
地
区
は
衆
議
院

議
員
選
挙
区
愛
知
二
区
の
エ
リ
ア
と
な
る
。
ご
来
賓
に
東
郷
哲

也
代
議
士
を
迎
え
て
、
三
十
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
議
事
で

は
、
憲
法
改
正
へ
の
三
ヵ
年
構
想
が
提
起
さ
れ
、
こ
の
地
区
で
の

強
力
な
運
動
推
進
が
確
認
さ
れ
た
。
尚
、
同
日
を
も
っ
て
「名
古

屋
北
支
部
」
の
設
立
が
宣
言
さ
れ
た
。 

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部 

事
務
局
長 

服
部
守
孝
） 

 

名
古
屋
北
部
地
区
会
員
懇
談
会
開
催 

皇
太
子
殿
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
去
る
七
月
九
日

か
ら
十
日
の
二
日
間
、
愛
知
県
に
行
啓
あ
そ
ば
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
は
、
会
員
並
び
に
協
力
団
体

の
ご
支
援
を
得
て
、
奉
送
迎
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
名
古

屋
駅
太
閤
口
に
て
、
延
八
十
名
の
方
に
御
奉
仕
頂
き
、
日

の
丸
小
旗
の
配
布
、
歓
迎
横
断
幕
の
掲
示
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
愛
知
県
民
の
歓
迎
の
心

が
殿
下
に
お
伝
え
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
存
じ 

上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皇
太
子
殿
下
御
日
程 
 

九
日 
三
菱
重
工
業
㈱
名
古
屋
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
製 

 
 

 
 

 
 

 
作
所 

飛
島
工
場
御
視
察 

十
日 

椙
山
女
学
園
中
学
、
高
校
御
視
察
、 

 
 

 
 

第
五
十
回
献
血
運
動
推
進
大
会 

御
臨
席 

 
 

 
 

於:

愛
知
県
芸
術
劇
場 

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部
事
務
局 

南
部
文
宏
） 

 

皇
太
子
殿
下
御
一
家
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
去
る
七

月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
、
伊
勢
神
宮
へ
御

参
拝
あ
そ
ば
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
は
、

同
じ
く
奉
送
迎
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
近
鉄
名
古
屋
駅

地
下
改
札
口
の
Ｊ
Ｒ
乗
換
改
札
か
ら
五
番
線
ホ
ー
ム
に
か

け
て
御
一
家
の
御
姿
を
拝
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
誠

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。 

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 

皇
太
子
殿
下
奉
送
迎 

～ 

皇
太
子
殿
下
御
一
家
奉
送
迎 

【第
一
部
】●
七
月
二
十
日(

日) 

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分
●
野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
参
加
者
数 

六
名
【勉
強
会
】テ
ー
マ
：
「安
全
保
障
法
制
と
其
の
運
用
に
つ
い
て
」
、
座
長 

東
部
支
部
長 

江
﨑
雅
博…

昨
今
、
話
題
の
集
団
的
自
衛
権
に
も
関
連
し
ま
す
憲
法
解
釈
に
つ
い
て
正
し
い
認
識
を
身
に
付

け
る
為
の
一
助
と
し
ま
し
て
「芦
田
修
正
」
と
「砂
川
事
件
」
に
つ
い
て
江
崎
支
部
長
の
下
、
学
び
ま
し
た
。
侵

略
戦
争
を
否
定
し
た
九
条
一
項
に
続
き
、
二
項
の
冒
頭
に
「前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
」
の
字
句
を
加
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
衛
の
為
の
戦
力
な
ら
保
持
で
き
る
と
し
た
「芦
田
修
正
」
、
必
要
最
低
限
度
の
自
衛
戦
力
は

認
め
ら
れ
る
と
解
釈
で
き
る
砂
川
事
件
の
判
決
内
容
を
理
解
し
、
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
解
釈
の
根
本

的
な
誤
解
は
ど
こ
か
を
探
り
、
私
た
ち
が
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
え
て
い
く
事
が
重
要
か
を
学
び
ま
し
た
。

【第
二
部
】 

街
頭
演
説
活
動
●
同
日 

午
後
二
時
～
四
時
●
昭
和
区 

御
器
所
交
差
点
南
西
角
地
●
参

加
者
数 
四
名
【街
宣
】強
い
日
差
し
の
中
、
自
主
憲
法
制
定
に
つ
い
て
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
く
だ
さ
る
若
い
男
性
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
す
が
私
た
ち
の
訴
え
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
☆
名
古
屋
東
部
支
部
で
は
自
主
憲
法
制
定
に
関
し
て
街
宣
活
動
に
て
訴
え
て
欲
し
い

内
容
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ー
ル
（kak

e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.co
.jp 

加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に

ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
☆ 

 
 

 

（文
責
・日
本
会
議 
愛
知
県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

あ
い
ち
通
信 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
十
一
回
勉
強
会
、
街
宣
実
施
！ 

第
六
十
一
号 

去
る
七
月
十
一
日
、
名
古
屋
西
支
部
発
会
式
が
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
に
て
開

催
さ
れ
た
。
西
支
部
は
衆
議
院
議
員
選
挙
区
愛
知
五
区
の
う
ち
中
川
区
、
中

村
区
の
エ
リ
ア
と
な
る
。
神
田
憲
次
代
議
士
、
浅
井
正
仁
名
古
屋
市
議
を
来
賓

に
お
招
き
し
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
。
経
過
報
告
、
役
員
発
表
、
運
動
方
針
提
起

が
あ
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。 

 

今
後
は
、
定
例
会
の
開
催
、
会
員
拡
大
、
地
方
議
員
と
の
交
流
な
ど
を
柱
に
運

動
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
就
任
さ
れ
た
役
員
は
、
【顧
問
】村
上
弘 

【支
部
長
】大
川
泰
弘 

【副
支
部
長
】江
場
寛
一 

【事
務
局
長
】松
川
秀
康
（敬

称
略
） 

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部 

事
務
局
長 

服
部
守
孝
） 

 

名
古
屋
西
支
部
発
会
式 

開
催 

●
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
八
日
（土
）十
五
時
～
十
七
時 

●
株
式
会
社
エ
フ
ケ
イ 

会
議
室 

●
議 

題 

【一
、
愛
知
県
本
部
活
動
】  

愛
知
県
本
部 

事
務
局
長  

服
部
守
孝 

【二
、
名
古
屋
中
支
部
活
動
方
針
】 

支
部
長 

八
尾
弘 

（一
）新
年
度
目
標 

新
規
会
員 

二
十
名 

 
<

本
年
度

目
標
標>

 

一
人
二
名
達
成
（二
）日
本
会
議
定
例
行
事
参
加 

・二
月
十
一
日 

日
本
の
建
国
を
祝
う
会  

 

・ 

五
月
三
日 

愛
知
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム 

・八
月
十
五
日
英
霊
顕
彰
活
動    

・十
二
月
二
十
三
日 

天
皇
陛
下

ご
誕
生
を
お
祝
い
す
る
集
い 

<

目
標>

参
加
者
の
勧
誘 

（三
）定
例
会
開
催 

〈Ｆ
Ｋ
会
議
室
〉 

①
政
経
勉
強

会 

講
師
支
部
役
員 

②
支
部
講
演
会 

 

③
各
支
部
共
同
勉
強
会 

④
外
部
活
動
（・ポ
ス
テ
ィ
ン
グ 

・署
名
活

動 

・会
員
勧
誘
）<

目
標>

 

参
加
に
意
義 

（四
）護
国
神
社
奉
仕
活
動 

毎
月
第
一
日
曜
日 

（五
）友
好
団
体
及
び
支
持
議
員
応
援 

① 

友
好
団
体
へ
の
協
力 

・李
登
輝
友
の
会 

・竹
田
研
究
会
愛
知  

・も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
（八
月
十
六
日
） 

・救
う
会
愛
知 

② 

友
好
議
員
選
挙
応
援 

三
、
定
例
支
部
勉
強

会 

第
一
回 

演
題
「古
事
記
か
ら
日
本
人
を
読
む
」
講
師 

名
古
屋
中
支
部
幹
事  

高
橋 

基  

【四
、
其
の
他
】次
回
支
部
会
議
日 

八
月
二
十
三
日
（土
）十
五
時
～
十
七
時 

会
議
終
了
後
、
参
加
者
有
志

で
会
食
会
予
定 

 

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部 

名
古
屋
中
支
部 

支
部
長 

八
尾
弘
） 

名
古
屋
中
支
部
定
例
支
部
会
議 

開
催 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■９月７日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
■引き続き１０月５日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋の
木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は
中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場責
任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。
★８月３日は、２３名の方にご参加いただきました。ま
た、２名の方に初参加していただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

 
         （8月3日奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 
 
 

平成二十六年九月  
 

一
日
（火
） 

名
古
屋
北
部
地
区
会
員
懇
談
会
。
ご
来

賓
に
東
郷
哲
也
代
議
士
、
松
井
良
憲
名

古
屋
市
会
議
員
。
参
加
者
三
十
名
。
憲

法
改
正
運
動
三
ヵ
年
構
想
を
提
起
。
本

日
を
も
っ
て
名
古
屋
北
支
部
の
設
立
が

了
承
さ
れ
た
。 

四
日
（金
） 

愛
知
県
本
部
の
重
冨
亮
会
長
よ
り
事
務

局
に
「台
湾
マ
ン
ゴ
ー
」
が
届
く
。
感
謝
合

掌
。 

 

事
務
局
日
誌 

（七
月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

服
部
守
孝 

六
日
（日
） 

第
五
十
八
回
愛
知
縣
護
國
神
社
清
掃 

奉
仕
。
小
牧
市
よ
り
二
名
の
新
規
入
会

者
が
参
加
さ
れ
た
。 

七
日
（月
） 

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
南
部
さ
ん
と
松
川

さ
ん
よ
り
、
薄
型
テ
レ
ビ
と
３
ド
ア
冷
蔵

庫
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
い
ま
ま
で
使
用

し
て
い
た
テ
レ
ビ
と
冷
蔵
庫
は
二
十
年

物
で
故
障
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。 

九
日
（水
） 

皇
太
子
殿
下
の
行
啓
。
名
古
屋
駅
に
て

お
出
迎
え
の
小
旗
配
布
を
行
う
。
五
十

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
千
五
百
本
を
配
布
。 

十
日
（木
） 

皇
太
子
殿
下
行
啓
二
日
目
。
名
古
屋
駅

に
て
お
見
送
り
の
小
旗
配
布
。
三
十
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
千
本
を
配
布
。
ま
た

ご
視
察
先
の
椙
山
女
学
園
で
も
、
千
種

区
町
内
会
が
奉
送
迎
を
さ
れ
た
。 

十
一
日
（土
） 

名
古
屋
西
支
部
発
会
式
。
ご
来
賓
に
神

田
憲
次
衆
議
院
議
員
、
浅
井
正
仁
名
古

屋
市
会
議
員
。
役
員
発
表
、
運
動
方
針

提
起
、
自
己
紹
介
と
続
き
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。 

十
二
日
（土
） 

第
九
回
李
登
輝
友
の
会
愛
知
県
支
部

総
会
。
講
師
は
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
の
台
湾

青
年
、
李
久
惟
さ
ん
。
幼
少
時
代
に
祖

父
よ
り
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
聞
き
、

そ
れ
が
原
体
験
と
な
っ
て
日
台
交
流
活

動
を
行
っ
て
お
ら
れ
る 

十
四
日
（月
） 

平
成
二
十
六
年
度
愛
知
県
本
部
役
員

会
。
平
成
二
十
五
年
度
事
業
、
決
算
報

告
と
平
成
二
十
六
年
度
事
業
、
予
算
計

画
が
了
承
さ
れ
た
。 

二
十
日
（日
） 

日
本
の
誇
り
セ
ミ
ナ
ー
へ
出
講
。
テ
ー
マ

は
「戦
後
保
守
運
動
の
歴
史
～
憲
法
改

正
の
悲
願
成
就
へ
～
」
私
は
昭
和
五
十

二
年
、
十
八
才
で
こ
の
運
動
に
飛
び
込
み
、

爾
来
三
十
七
年
の
運
動
史
を
語
っ
た
。 

二
十
七
日
（日
） 

名
古
屋
中
支
部
第
一
回
例
会
に
参
加
。

幹
事
の
高
橋
基
さ
ん
よ
り
「古
事
記
か

ら
日
本
人
を
読
む
」
と
の
講
義
が
あ
っ
た
。  

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 

（平
成
二
十
六
年
六
月
） 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

高
橋
哲
生
（議
員
会
員
） 

昇
永
不
動
産
株
式
会
社
（正
会
員
） 

江
場
正
康
（正
会
員
） 

愛
知
県
遺
族
連
合
会
（正
会
員
） 

森
越 

靖
（正
会
員
） 

小
田
切
勝
（正
会
員
） 

小
田
紀
子
（支
援
会
員
） 

加
藤
靖
英
（支
援
会
員
） 

大
橋
兵
二
（支
援
会
員
） 

高
間
明
良
（支
援
会
員
） 

 
 

 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

会員種別と特典 
維持会員 篤志会員 議員会員 女性会員 支援会員 正会員 

年会費 １万円 ３万円 １０万円 １万円 5000円 3800円 

機 関 紙 『日本の
息吹 』 毎月送 付 

会員証発行 

会員バッジ贈呈 

書籍/DVD/ 
カレンダー贈呈 

メールマガジン 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ － 

○ ○ － － － － 

－ 

－ 

※会員番号およびパスワードを利用して、会員限定ページにアクセス可能です。 
※支援会員の方は、会員限定ページにアクセスできない為、パスワードは発行されません。 

○ ○ ○ ○ ○ 

二
十
八
日
（月
） 

皇
太
子
殿
下
、
皇
太
子
妃
殿
下
、
愛
子

内
親
王
殿
下
の
御
三
方
が
神
宮
参
拝
の

た
め
伊
勢
を
行
啓
。
近
鉄
名
古
屋
駅
に

て
お
出
迎
え
の
小
旗
配
布
。
夜
は
戦
争

展
全
体
会
議
に
出
席
。 

二
十
九
日
（火
） 

皇
太
子
殿
下
、
皇
太
子
妃
殿
下
、
愛
子

内
親
王
殿
下
の
御
帰
京
。
近
鉄
名
古
屋

駅
に
て
お
見
送
り
の
小
旗
配
布
。 

  

昭
和
五
十
三
年
三
月
、
私
は
十
八
歳
で

陸
上
自
衛
隊
守
山
駐
屯
地
に
入
隊
し
ま

し
た
。 

誰
も
が
初
め
の
三
か
月
間
は
、
自
衛
官

と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
前
期
教
育
を
受

け
ま
す
。
そ
の
前
期
教
育
期
間
の
講
義

で
こ
う
質
問
し
た
同
期
の
隊
員
が
い
ま
し

た
。 

 

「教
官
、
憲
法
九
条
に
は
日
本
は
戦
争
は

し
な
い
、
武
器
は
持
た
な
い
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。
戦
車
や
銃
は
武
器
で
は
な
い
の

で
す
か
？
自
衛
隊
は
憲
法
違
反
で
は
な

い
の
で
す
か
？
」 

恐
れ
を
知
ら
ぬ
純
真
な
若
者
の
質
問
に
、

教
官
は
優
し
く
諭
す
よ
う
に
こ
ん
な
風

に
答
え
た
。 

「戦
争
を
し
な
い
と
は
、
侵
略
戦
争
は
し

な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
自
衛
隊
が
保

持
す
る
武
器
は
自
衛
の
為
の
武
器
で

あ
っ
て
、
侵
略
の
為
の
武
器
で
は
な
い
。

皆
さ
ん
は
心
配
せ
ず
立
派
な
自
衛
官
に

な
っ
て
下
さ
い
。
」
な
る
ほ
ど
九
条
は
そ
の

よ
う
に
解
釈
す
る
の
か
と
納
得
し
た
も

の
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
当
時
は
自
衛
隊
に
対
す
る
国

民
の
理
解
は
乏
し
く
、
新
規
隊
員
の
確

保
は
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
募

集
の
為
に
防
衛
庁
（現
防
衛
省
）が
採
っ

た
苦
肉
の
策
と
い
う
の
が
、
資
格
や
技

術
が
身
に
付
く
、
貯
金
が
で
き
る
、
夜
は

学
校
に
通
わ
せ
て
あ
げ
る
と
い
っ
た
利
得

を
打
ち
出
し
た
広
報
活
動
で
し
た
。
そ

れ
と
、
街
頭
で
の
強
引
な
ま
で
の
勧
誘
。

「君
、
仕
事
あ
る
？
自
衛
隊
に
入
ら
ん
か

ね
？
」 

 

地
連
（現
地
方
協
力
本
部
）の
お
じ
さ
ん

か
ら
、
突
然
声
を
か
け
ら
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

は
六
年
に
亘
る
現
職
期
間
中
に
休
日
、 

普
通
に
街
を
歩
い
て
い
て
通
算
四
回
も 

「君
、
自
衛
隊
入
ら
ん
か
ね
」
と
や
ら
れ

た
。
必
死
の
勧
誘
に
感
動
を
覚
え
た
が
、

私
が
「ぷ
ー
太
郎
」
に
見
え
た
こ
と
に
は

正
直
な
と
こ
ろ
憤
慨
し
た
。 

 

さ
て
私
は
入
隊
と
同
時
に
、
愛
知
大
学

車
道
校
舎
の
夜
間
部
に
通
い
始
め
ま
し

た
。 

当
時
の
愛
知
大
学
は
左
翼
の
巣
窟
で
、

通
学
初
日
の
法
学
概
論
と
い
う
講
義
で
、

山
中
と
い
う
教
授
が
次
の
よ
う
に
断
じ

た
の
に
は
驚
い
た
。 

「自
衛
隊
は
憲
法
違
反
で
あ
る
。
軍
隊
に

自
衛
を
付
け
て
自
衛
隊
と
し
、
軍
艦
に

護
衛
を
つ
け
て
護
衛
艦
と
し
て
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
即
刻

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
」 

え
っ
、
憲
法
違
反
？
ど
っ
ち
が
正
し
い
ん

だ
。 

右
足
を
合
憲
側
に
置
き
、
左
足
を
違
憲

側
に
置
い
た
よ
う
な
不
安
定
な
足
場
に

い
る
気
分
に
陥
っ
た
。 

こ
う
し
て
私
の
自
衛
隊
生
活
は
始
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ー 

つ
づ
く 

ー 

「人
殺
し
と
罵
ら
れ
て
」 

 

元
自
衛
官
南
部
文
宏
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

手
記
（上
） 


